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「川崎市における相談支援事業の
見直しについて」説明会

時　９月１日９時３０分から１１時３０分

場所　高津区役所５階第３会議室

　川崎市では、２００９年度より、「相談支援事業の
あり方に関するプロジェクトチーム」を立ち上げ検討
を重ねてきました。２０１３年度より相談支援事業所
の新体制への移行が目指されています。この相談支援
の改編の財源には、在宅福祉手当の削減の一部が使わ
れることになっています。しかし、この動きは、相談
支援の主役である当事者及び当事者家族に知らされる
ことなく、進められてきました。
　現在、川崎には３５の相談支援事業所があり、情報
提供や個別の生活相談、サービスの利用に当たっての
援助やサービス利用計画の作成を担っています。しか
し、当事者及び当事者家族は、相談支援事業の意義を
知らされず、十分な活用もされていません。そういっ
た中での見直しです。まずもって、当事者及び当事者
家族に説明が成されるべきだろうという主旨のもと、
７月の市議会で「相談支援事業再編（案）」の説明を求
める陳情をしたところ、見直し案が市議会に提出され
る前に、川崎市による当事者家族への説明会開催が実
現しました。この機会に相談支援事業をご存じでない
方、存在くらいは知っているという方、すでに利用さ
れている方、障害福祉制度に関係する方等、ぜひ、ご
参加ください。
　川崎市の障害福祉をグランドデザインする会（ＧＤ
Ｐ）　連絡先代表　佐藤紀喜

マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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し
か
な
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。
希
望
す

る
園
で
は
、
母
子
通
園
を
要
請
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
幼
稚
園
に
は
通
わ
ず
、
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
就
学
を
迎
え
ま

し
た
。

　

現
在
は
健
康
状
態
も
安
定
し
、
自
分
で

咳
を
し
て
痰
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、学
校
で
吸
引
す
る
こ
と
は
な
く
、

ひ
と
り
で
通
学
し
て
い
ま
す
。
入
学
前
に

は
、
学
校
の
先
生
に
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
気
管
切
開
に
つ
い
て
説
明
に
行

き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
プ
ー
ル
は
ど
う

す
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
対
応
等
を
確
認

す
る
こ
と
で
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
兄
が
通
っ
て
い
る
学
校

だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
校
長
先
生
を

始
め
、
最
初
か
ら
受
け
入
れ
の
方
向
で
お

話
し
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

う
ち
の
場
合
は
、
学
校
で
の
吸
引
が
必

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
吸
引
が
必
要

な
お
子
さ
ん
の
場
合
の
受
け
入
れ
は
簡
単

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
経
験
し
て
み
て
初

め
て
、
気
管
切
開
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
分
か
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
今
、
当
事
者
の
お
母
さ
ん
た

ち
で
集
ま
っ
て
、
医
療
的
ケ
ア
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
就
学
に
つ
い
て
、
ど
の
学
校

で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
教
育

委
員
会
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
や
、
こ

の
件
に
関
し
て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

連
絡
く
だ
さ
い
。後
藤
さ
ん
に
繋
ぎ
ま
す
。

＊
２
０
０
６
年
東
大
和
市
の
青
木
鈴
加
ち
ゃ
ん
は
、
気

管
切
開
を
し
て
い
て
吸
引
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、

保
育
園
の
入
園
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
ご
家
族
は
こ
れ

を
不
当
と
し
、
裁
判
に
訴
え
、
裁
判
所
も
不
当
と
認
め

「
入
園
命
令
」
の
判
決
が
で
ま
し
た
。
鈴
加
ち
ゃ
ん
の
た

め
に
保
育
園
に
は
、
看
護
師
配
置
が
さ
れ
、
卒
園
後
は
、

看
護
師
が
配
置
さ
れ
た
普
通
学
級
に
入
学
し
ま
し
た
。

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
）

Ｑ　

娘
は
�
３
歳
で
す
�
気
管
が
閉
そ
く
し
て
呼
吸
困
難
を
起
こ
す
た
め
�
気
管
カ
ニ
�
�
レ
を
入
れ
て
い
ま
す
�
カ

ニ
�
�
レ
内
の
た
ん
を
と
る
た
め
に
は
�
吸
引
が
必
要
で
す
�
し
か
し
�
他
に
は
障
害
が
な
い
た
め
に
�
療
育
セ
ン
タ
�

の
通
園
に
は
い
か
れ
ず
�
吸
引
が
あ
る
た
め
に
幼
稚
園
に
も
行
か
れ
ま
せ
ん
�
学
校
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う

か
今
か
ら
心
配
で
す
�
同
じ
よ
う
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
�
今
ま
で
ど
う
さ
れ
て
い
た
の
で
し
�
う
か
�

こんなとき
どうするの

　
〈
答
え
〉
医
療
的
ケ
ア
の
子
ど
も
の
就

学
は
？

　

吸
引
や
導
尿
、
経
管
栄
養
な
ど
の
医
療

的
ケ
ア
が
あ
っ
て
も
、
地
域
の
学
校
に
通

わ
れ
る
お
子
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
注
入
が
必
要
な
お
子
さ
ん
の
修
学

旅
行
の
参
加
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
新

入
学
児
の
ご
家
族
の
中
に
は
、
毎
年
同
じ

よ
う
な
悩
み
や
困
惑
を
抱
え
る
方
が
お
ら

れ
ま
す
。
学
校
側
も
、
経
験
が
な
い
と
、

理
解
し
て
も
ら
う
の
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
医
療
的
ケ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学

相
談
の
窓
口
が
公
的
機
関
の
中
で
必
要
だ

と
思
い
ま
す
ね
。　

　

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
後
藤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

気
管
切
開
を
し
て
い
て
吸
引
が
必
要
な

息
子
の
幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て
、
３
年

前
に
川
崎
市
長
あ
て
に
手
紙
を
出
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
回
答
で
は
、
私
立
の
幼
稚

園
は
園
ご
と
の
教
育
方
針
に
基
づ
き
園
児

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
、
保
護
者
が
入

園
前
に
希
望
す
る
幼
稚
園
に
お
願
い
す
る

要
な
く
な
っ

た
の
で
、
母

が
付
き
添
わ

な
く
て
も
通

第１回ラーの会横浜大会
誰もがあたりまえに暮らしていける地域・社会・国づ

くりを横浜から!～重症心身障害児・者といわれる方々
と共に生きていく実践報告とアピール宣言～
　新しい法律、制度が検討されています。私たちがこれまで関
わってきた重い障害のある人たちの地域での暮らしは、どう
なっていくのでしょう。
　私たちのそばで、重い障害がありながらも自身の暮らしを築
き、謳歌する姿は、制度がどうあろうと厳然と存在しているの
であり、共にそこに在りたいとする支援者の意志も変わること
はありません。こんな時だからこそ、全国の志を同じくする者
たちで集まりましょう！　各地の現状を交換し、共有しましょ
う！　暑い横浜で、重い障害のある人たちの未来を熱く語り合
いましょう！

プログラム
●現状共有のための情報提供
　・障がい者制度改革推進会議総合福祉部会の状況報告
●実践報告
　①米子より　鳥取県立総合療育センター・小泉氏　
　②伊丹、尼崎より　しぇあーど・国本氏
　③室蘭より　があだぱーと
　④大阪より（調整中）
●会場全体で、全国各地からの報告
●先達に聞く「わたしの出発点」
　・日浦美智江氏（朋　元施設長）・廣瀬治代氏（愛光園　元 
　施設長）・下郡山和子氏（仙台つどいの家施設長）・清水明彦
　氏（青葉園　元施設長）
●これからのネットワーク化に向けた宣言
　日時　２０１１年８月２７日（土）
　場所　横浜ラポール
　時間　１０：１５～１６：３０
※詳細は資料：配布文書・申込用紙などの詳しい情報はこちら
 info110731.pdf（Adobe Acrobat 文書：548KB）
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7 ２

第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
・

第
３
期
障
害
福
祉
計
画
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

第
３
次
か
わ
さ
き
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
第
３
期
（
24
年
度
〜
26
年
度
）

障
害
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
た
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
７
月
12
日
14
：
00
〜
15
：
30
に
、
れ

い
ん
ぼ
う
川
崎
の
集
会
室
で
会
員
８
名
と
川

崎
市
障
害
計
画
課
か
ら
課
長
他
５
名
の
方
が

来
て
行
わ
れ
ま
し
た
。　

１　

障
害
福
祉
計
画
と
は

○
市
町
村
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
い

て
、「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及

び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保

に
関
す
る
計
画
」（
障
害
福
祉
計
画
）
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
障
害
福
祉
計
画
で
は
、
次
の
事
項
を
定
め

ま
す
。

（
１
）
各
年
度
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
又
は
指
定
相
談
支
援
の
種
類
ご
と
の
必

要
な
量
の
見
込
み

（
２
）（
１
）
の
見
込
量
を
確
保
す
る
た
め
の

方
策

（
３
）
地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
ご
と
の

実
施
に
関
す
る
事
項

（
４
）
そ
の
他
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

支
援
及
び
市
町
村
の
地
域
生
活
支
援
事
業
の

提
供
体
制
の
確
保
に
監
視
必
要
な
事
項

○
障
害
福
祉
計
画
は
、
３
年
ご
と
に
定
め
ま

す
。
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年
度
が
第
１
期
、

平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年
度
が
第
２
期
、
平

成
24
年
度
〜
平
成
26
年
度
が
第
３
期
に
な
り

ま
す
。

　

平
成
23
年
度
中
に
、
第
３
期
障
害
福
祉
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

２　

川
崎
市
の
障
害
福
祉
計
画

○
川
崎
市
で
は
、
障
害
福
祉
計
画
と
障
害
者

基
本
法
に
基
づ
く
「
障
害
者
計
画
（
※
）」

を
「
か
わ
さ
き
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
と
し
て
一
体
的
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

※
障
害
者
計
画　

市
町
村
に
お
け
る
障
害
者

の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
。

　

マ
イ
ラ
イ
フ
・
カ
ワ
サ
キ
と
し
て
以
下
の

項
目
に
つ
い
て
意
見
と
質
問
し
ま
し
た
。

１
、
障
害
計
画
に
つ
い
て

（
１
）
施
設
入
所
待
機
者
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
。
ま
た
、
施
設
か
ら
地
域
生
活
に
移

行
す
る
希
望
者
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

（
２
）
施
設
入
所
待
機
者
を
解
消
す
る
た
め

の
施
設
増
設
計
画
に
つ
い
て

（
３
）
地
域
生
活
を
希
望
す
る
人
た
ち
の
た

め
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
増

設
計
画
、
市
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
増

設
計
画
に
つ
い
て

（
４
）
居
宅
支
援
の
利
用
実
態
（
希
望
す
る

サ
ー
ビ
ス
量
が
支
給
決
定
さ
れ
て
い
る
の

か
、
事
業
者
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
る
の
か
ど
う
か
）
と
、
今
後
の
居
宅
支
援

サ
ー
ビ
ス
提
供
量
と
の
関
係
に
つ
い
て

２
、
在
宅
福
祉
に
つ
い
て

（
１
）
移
動
支
援

①「
ふ
れ
あ
い
」と「
移
動
支
援
」、お
よ
び「
通

学
・
通
所
支
援
」
の
一
本
化
に
つ
い
て

②
単
価
の
引
き
上
げ
と
、
利
用
者
負
担
に
つ

い
て

③
施
設
入
居
者
の
移
動
支
援
の
利
用
に
つ
い

て（
２
）
補
装
具
・
日
常
生
活
用
具
の
改
善
に
つ

い
て

①
車
椅
子
製
作
に
か
か
る
オ
プ
シ
ョ
ン
費
用

の
助
成
も
含
め
た
基
準
額
の
引
き
上
げ
や
、

外
国
製
の
車
い
す
支
給
を
み
と
め
る
か

②
国
が
除
外
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
、
再
び
日
常

生
活
用
具
の
対
象
に
加
え
る
か

（
３
）
入
院
時
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い
て

　

横
浜
市
・
相
模
原
市
で
行
っ
て
い
る
が
、

川
崎
市
で
は
、
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
行

わ
れ
な
い
の
か.

３
、
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
維
持

と
拡
充
に
つ
い
て

４
、
防
災
計
画
に
つ
い
て

（
１
）
災
害
弱
者
の
た
め
の
防
災
（
支
援
）

計
画
が
あ
る
か

（
２
）
災
害
時
に
安
否
確
認
が
出
来
る
シ
ス

テ
ム
は
あ
る
の
か
。
今
回
の
震
災
で
は
、
十

分
機
能
し
た
の
か
。

（
３
）
福
祉
避
難
所
は
ど
こ
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
か

（
４
）
あ
ら
ゆ
る
避
難
所
に
災
害
弱
者
に
配

慮
し
た
ブ
ー
ス
の
設
置
、
お
よ
び
人
的
配
置

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の

か５
、
障
害
者
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

  

川
崎
市
在
住
の
障
害
者
全
員
に
調
査
し
な

い
の
か　

　

最
後
に
川
崎
市
民
と
し
て
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
報
で
の
質
問
や
意
見
の
募
集

と
、
質
問
項
目
に
対
し
て
後
日
回
答
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お

け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策

を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の

地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
障
害
児
支

援
が
変
わ
り
ま
す
。

①
児
童
の
支
援
が
児
童
福
祉
法
に
一
元
化
し

ま
す
。

　

現
行
の
児
童
の
通
所
支
援
に
は
、
児
童
福

祉
法
に
も
と
づ
く
通
園
事
業
（
療
育
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
）
と
、
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
）24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、す
べ
て「
障

害
児
通
所
支
援
」
と
し
て
児
童
福
祉
法
に
位

置
づ
き
、実
施
主
体
が
市
町
村
と
な
り
ま
す
。

　
「
障
害
児
通
所
支
援
」
に
は
、「
児
童
発
達

支
援
」「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
」「
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
保
育
所
等
訪
問
支
援
」

の
事
業
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実
施
す
る

事
業
所
は
「
障
害
児
通
所
支
援
事
業
所
」
と

な
り
ま
す
。

②
「
通
所
支
援
事
業
所
」
は
、
実
施
内
容
等

で
２
類
型
に

　

こ
の
通
所
支
援
事
業
を
行
う
と
こ
ろ
は
、

障
害
児
支
援
が
変
わ
り
ま
す

当事者から
の報告

そ
の
機
能
に
よ
っ
て
２
つ
の
類
型
に
分
か
れ

ま
す
。

　

今
の
通
園
施
設（
療
育
セ
ン
タ
ー
）で
や
っ

て
い
る
児
童
福
祉
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
、
今

の
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
よ
う
に
、「
セ

ン
タ
ー
」
ま
で
の
基
準
は
要
さ
な
く
て
も

や
っ
て
い
る
「
児
童
発
達
支
援
事
業
」
と
で

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち

医
療
型
に
つ
い
て
は
、「
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
」
で
行
な
う
も
の
で
、
治
療
な
ど
の

で
き
る
医
療
機
関
が
あ
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま

す
。

③
「
児
童
発
達
支
援
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

　

今
回
の
改
正
は
、
身
近
な
地
域
で
質
の
高

い
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
療
育
を
受
け

ら
れ
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
対
象
児
童
は
、
肢
体
に
障
害
が

あ
る
児
童
、
知
的
障
害
が
あ
る
児
童
、
精
神

障
害
の
あ
る
児
童
。
そ
の
際
、
手
帳
の
有
無

は
問
わ
ず
に
、
児
相
や
医
師
な
ど
に
よ
っ
て

療
育
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
児
童
が
対
象

と
な
る
そ
う
で
す
。

④
「
児
童
発
達
支
援
」
の
整
備
の
考
え
方

　
「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
児
童

福
祉
施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。

「
児
童
発
達
支
援
」
の
ほ
か
に
「
保
育
所
訪

問
支
援
」「
相
談
支
援
」
を
行
い
ま
す
。
こ

の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
は
、（
平

成
）
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
相
談
支
援
事
業

所
で
障
害
児
支
援
利
用
計
画
を
作
成
し
て
も

ら
い
、
そ
の
計
画
を
も
と
に
市
町
村
で
支
給

決
定
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で

す
。「
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

そ
の
支
援
計
画
の
作
成
を
行
う
相
談
事
業
も

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

５
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
は

《
事
業
の
概
要
》

　

放
課
後
・
長
期
休
暇
期
間
中
に
、
生
活
能

力
の
向
上
の
た
め
の
訓
練
を
行
な
う
こ
と
を

事
業
の
概
要
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

《
対
象
児
童
》

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校
に
就
学
し

て
い
る
障
害
児
。
幼
稚
園
・
大
学
は
除
く
。

障
害
児
の
定
義
は
、「
児
童
発
達
支
援
」
と

同
じ
で
、
手
帳
の
要
件
な
ど
は
問
わ
な
い
そ

う
で
す
。

《
定
員
》

　

定
員
は
、
現
行
を
考
慮
し
て
10
人
以
上
と

し
て
い
ま
す
。

《
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
》

　
「
学
校
授
業
終
了
後
ま
た
は
休
業
日
に
お

い
て
、
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

訓
練
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
そ
の
他
の
便

宜
の
供
与
」と
法
律
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
も
、
相
談
支
援
事
業
所
に
よ
る

計
画
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
の
説
明
で
は
、
学
校
関
係
の
意

見
を
聞
き
入
れ
た
り
、
学
校
の
先
生
と
交
流

し
合
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
、と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
事
は
、
７
月
12
日
に
「
障
害
の
あ

る
子
ど
も
の
放
課
後
保
障
全
国
連
絡
会
」
が

行
っ
た
厚
生
労
働
省
障
害
児
支
援
係
と
の
懇

談　

報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参
考
に
、
詳
細
が
９
月

ま
で
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

資
料

　

障
害
者
基
本
法
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

（
障
害
者
で
あ
る
子
ど
も
等
へ
の
支
援
）

　

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者

で
あ
る
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
、

可
能
な
限
り
地
域
社
会
に
お
け
る
そ
の

身
近
な
場
所
に
お
い
て
、
療
育
の
給
付

そ
の
他
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
必

要
な
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。

２
０
１
２
年
度
よ
り
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6３

　

７
月
号
は
、
休
刊
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
療
育
ね
っ
と
わ

ー
く
川
崎
内
外
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ

り
、
ど
れ
を
ニ
ュ
ー
ス
に
し
よ
う
か
と
、
迷
っ
て

い
る
う
ち
に
８
月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で

の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
基
本

的
枠
組
み
案
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
集
約
し
た
後
、
８
〜
９
月
に
は
詳
細
な
内

容
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
案
は
、
来
年
度
24
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
25
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自
立
支
援
法

を
廃
止
し
、
新
た
な
障
害
者
総
合
福
祉
法
が
で
き

る
ま
で
の
つ
な
ぎ
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
主
管
課
長
会
議
の
資
料
を
見
る
と
、

「
相
談
支
援
体
制
の
充
実
」「
児
童
期
支
援
の
強
化
」

重
要
な
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
動
き
に
も
連
動
し
な
が
ら
、
川
崎
で

は
第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
障

害
福
祉
計
画
第
３
期
の
作
成
に
向
け
て
、
各
障
害

者
団
体
等
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
立
支
援
法
が
施
行
し
、
多
く
の
問
題
点
が
明

ら
か
に
な
り
、
新
し
い
制
度
に
替
わ
ろ
う
と
い
う

時
期
で
す
。
当
事
者
も
支
援
者
も
こ
れ
ら
の
動
き

に
注
目
し
、
意
見
を
言
う
べ
き
時
が
き
た
と
思
い

ま
す
。「
私
た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な

い
で
」                                                               （
谷
）

■
編
集
後
記
■
■
■

　

今
日
は
。
毎
日
暑
い
で
す
ね
。
私
は

こ
の
暑
さ
に
、
も
う
す
で
に
参
っ
て
い
ま

す
・・・・・
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

バ
テ
ず
に
こ
の
夏
を
乗
り
切
る
の
が
、
私

の
目
標
で
す
。

　

先
日
６
月
19
日
に
多
摩
区
ふ
れ
あ
い
祭

り
が
、
多
摩
市
民
館
で
あ
り
ま
し
た
。
登

戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
の
方
々
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
毎
年

や
っ
て
お
り
、
今
年
も
モ
デ
ル
と
し
て
参

加
し
て
来
ま
し
た
。
毎
年
モ
デ
ル
と
し
て

協
力
し
て
い
る
の
で
、
そ
ん
な
に
緊
張
も

し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
慣
れ
っ
て
怖
い

で
す
ね
。

　

今
年
の
衣
装
は
、
私
が
リ
メ
イ
ク
を
お

願
い
し
た
ポ
ン
チ
ョ
で
し
た
。
登
山
用
の

ポ
ン
チ
ョ
を
、
電
動
車
椅
子
で
か
ぶ
り
易

い
よ
う
に
、
私
も
意
見
を
出
し
て
リ
メ
イ

ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ポ
ン
チ
ョ
に

限
ら
ず
レ
イ
ン
コ
ー
ト
も
、
車
椅
子
で
使

う
に
は
使
い
ず
ら
い
で
す
よ
ね
。
か
と
言

っ
て
、
初
め
か
ら
車
椅
子
用
の
レ
イ
ン
コ

ー
ト
は
、
値
段
も
高
い
し
合
う
か
も
分
か

ら
な
い
し
・
・
・
・
・
。
近
く
に
相
談
で

き
る
、
直
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
の
は

と
て
も
嬉
し
い
し
、心
強
い
で
す
よ
ね
ぇ
。

　

当
日
、
朝
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
頼
み

会
場
へ
。
一
日
仕
事
で
す
。
梅
雨
の
ど
真

療ね
事務局便り

第
11
回
総
会
報
告

６
月
30
日
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催

（
会
員
総
数
３
０
７
名
、
内
訳
：
本
人
出
席

61
名
、
委
任
状
出
席
１
３
１
名
で
成
立
）

１
、
理
事
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度
理
事
の
ご
紹
介

理
事
長　

江
川
文
誠

副
理
事
長　

矢
部
久
仁
子
・
谷
み
ど
り

理
事　

老
門
泰
三
・
大
沼
み
い
子
・
花
井

丈
夫
・
山
崎
健
一
・
和
田
正
義

　

２
０
１
１
年
度
よ
り
新
理
事
就
任　

松

澤
美
也
。
退
任　

山
本
宜
久　

山
本
さ
ん

は
、
療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
設
立
か
ら
、

理
事
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
ま
わ

り
荘
か
ら
今
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ロ
ン

ド
に
移
転
の
際
は
、
不
動
産
屋
さ
ん
の
ご

紹
介
や
折
衝
な
ど
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
発
足
当
時
、
福
祉
行
政
に
疎
い
ロ

ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
あ
っ
て
、
唯
一

福
祉
現
場
で
の
ご
経
験
が
あ
る
方
で
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
相
談
し
、
適
切
な
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
退
任
さ

れ
て
も
、
相
談
は
受
け
ま
す
よ
と
、
い
っ

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う

か
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　
２
、２
０
１
０
年
度
報
告
・
２
０
１
１
年
度

方
針
案
と
も
に
、
可
決
し
ま
し
た
。

３
、「
重
度
重
複
の
障
害
の
あ
る
人
た
ち

の
小
規
模
な
生
活
介
護
施
設
開
所
」
の
提

案
が
、
総
会
で
可
決
し
ま
し
た
。

〈
提
案
趣
旨
〉

　

今
、
川
崎
市
北
部
で
は
養
護
学
校
卒
業

後
の
進
路
先
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
あ
る
施
設
は
ど
こ
も
一
杯
で
、
入

れ
る
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
在
宅
ゼ
ロ
」

施
策
に
よ
り
、
無
理
に
通
所
先
に
入
っ
て

も
、
特
に
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
の
重

度
重
複
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

ス
ペ
ー
ス
の
ゆ
と
り
も
少
な
く
、
過
ご
し

や
す
い
場
所
と
は
言
え
な
い
状
態
で
す
。

現
に
23
年
度
の
卒
業
生
に
は
３
月
１
日
の

進
路
先
決
定
が
間
に
合
わ
ず
、
調
整
し
き

れ
な
い
事
態
が
お
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

卒
業
生
は
今
後
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
何
と
か
自
分
た

ち
で
、
重
度
重
複
の
障
害
の
あ
る
人
の
た

め
の
生
活
介
護
施
設
を
作
り
運
営
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

〈
日
中
生
活
事
業
検
討
委
員
会
で
の
検
討
結
果
〉

　

１
年
間
、
日
中
生
活
事
業
検
討
委
員
会

で
検
討
し
た
結
果
、
重
度
障
害
の
あ
る
人

の
生
活
介
護
施
設
を
新
設
し
、
療
育
ね
っ

と
わ
ー
く
川
崎
で
運
営
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。

〈
提
案
理
由
〉

・
現
在
、
川
崎
北
部
地
域
に
、
重
度
重
複

の
障
害
の
あ
る
人
が
通
え
る
施
設
が
な
い

こ
と
。

・
川
崎
市
の
福
祉
計
画
に
則
っ
た
、
大
規

模
な
「
生
活
介
護
」
施
設
の
開
設
で
は
、

重
度
重
複
の
障
害
の
あ
る
人
が
希
望
す
る

施
設
と
し
て
不
安
が
あ
る
こ
と
。

・
行
政
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
「
自

分
た
ち
で
施
設
づ
く
り
を
」
と
い
う
家
族

の
強
い
意
志
が
あ
り
、
当
事
者
家
族
の
希

望
で
運
営
を
療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
に

依
頼
さ
れ
た
こ
と
。

・
自
立
支
援
法
の
下
で
、
多
機
能
型
と
い

う
小
規
模
な
施
設
運
営
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

療
育
ね
っ
と
わ
ー
く
川
崎
で
可
能
で
あ
る

こ
と
。

・
日
本
財
団
か
ら
、
生
活
介
護
施
設
を
運

営
す
る
空
き
店
舗
の
改
装
費
と
し
て
助
成

金
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
。

・「
ほ
っ
と
ぴ
あ
」
と
い
う
当
事
者
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
が
、
施
設
づ
く
り
の

支
援
を
約
束
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
。

【
施
設
の
概
要
】

「
入
浴
可
能
な
小
規
模
生
活
介
護
施
設
」　

所
在
地
：
川
崎
市
麻
生
区
東
百
合
丘
２̶

40̶
11
設
備
： 

生
活
介
護
ス
ペ
ー
ス
・

浴
室
・
ト
イ
レ
・
厨
房

提
案
者
の
松
澤
美
也
さ
ん
か
ら

　

11
回
総
会
に
お
い
て
、
生
活
介
護
事
業

の
承
認
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
い
し
た
。
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た

娘
と
の
18
年
の
日
々
と
、
い
よ
い
よ
学
校

を
卒
業
す
る
年
齢
に
な
っ
た
と
き
、
通
所

先
の
受
け
入
れ
が
厳
し
い
現
状
、
そ
し
て

偶
然
か
必
然
か
自
宅
の
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
が
空
い
て
い
た
こ
と
、
全
て
の
こ
と
が

重
な
っ
て
、
何
か
出
来
な
い
も
の
か
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
資
金
も
な
い
し
、
方
法

も
分
か
ら
な
い
し
、
気
持
ち
だ
け
で
も
無

理
な
の
は
承
知
の
上
で
し
た
。
最
初
は
夢

物
語
の
よ
う
で
し
た
が
、
谷
さ
ん
は
じ
め

皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ

し
て
同
じ
思
い
を
持
っ
て
く
れ
て
立
ち
上

げ
た
、
ほ
っ
と
ぴ
あ
メ
ン
バ
ー
と
勉
強
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
進
め
て
、
こ
こ
ま
で
来

た
と
こ
ろ
で
す
。
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
の
は
、
先
が
見
え
な
い
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
が
、
今
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ち
ょ
っ
と
で
も
形
に
出
来
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ん
中
で
い
つ
も
雨
が
多
い
の
で
す
が
、
今

回
は
晴
れ
ま
し
た
。
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
ま
ず
は
メ
イ
ク
＆
ヘ
ア
ー
か
ら
ス
タ

ー
ト
で
す
。
そ
れ
も
慣
れ
た
も
の
。
初
め

て
や
っ
て
も
ら
っ
た
時
は
、
緊
張
で
ず
っ

と
同
じ
位
置
に
い
る
の
が
と
て
も
難
し
か

っ
た
の
で
す
が
、
慣
れ
て
来
た
の
か
あ
ま

り
緊
張
も
せ
ず
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。慣
れ
っ
て
本
当
に
大
き
い
で
す
ね
。

　

本
番
、
そ
ん
な
に
緊
張
も
せ
ず
に
出

陣
！
緊
張
し
て
い
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
特
別
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
に

み
な
さ
ん
の
前
へ
行
き
、
戻
っ
て
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
長
年
続
け
て
来
た
慣
れ
で

し
ょ
う
か
・
・
・
？
本
当
に
す
ご
い
で
す
。

　

こ
ん
な
感
じ
で
、
今
年
も
無
事
に
終
わ

り
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
終
了
後
、
栗
田
さ
ん

に
「
来
年
、
着
た
い
洋
服
を
考
え
て
」
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
、

モ
デ
ル
に
な
っ
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
？

一
度
、
相
談
だ
け
で
も
行
っ
て
み
て
下
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香

年
会
費
に
つ
い
て
の
お
詫
び
と
訂
正

　

第
11
回
総
会
議
案
書
第
７
号
議
案
の
年
会

費
改
定
は
、
今
年
度
か
ら
で
は
な
く
、
来
年
度

（
２
０
１
２
年
度
）
か
ら
の
改
定
で
す
の
で
、
お

詫
び
と
訂
正
致
し
ま
す
。
あ
と
、
郵
便
払
込
取
扱

票
・
口
座
記
号
番
号
の
印
刷
に
一
部
ミ
ス
が
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2011 年８月 23日発行　ＳＳＫＳ増刊通巻第 5277 号）1995 年８月 10日第三種郵便物認可（毎週１回水曜日発行　2011 年８月 23日発行　ＳＳＫＳ増刊通巻第 5277 号）

４５

第
１
陣　

３
月
25
日　

川
上
・
山
崎
徹　

食
品
や
下
着
類
、
シ
ュ
ラ
フ
、
ス
ト
ー
ブ

３
月
28
日　

山
田
町
に
支
援
物
資
を
届
け

た
第
１
陣
の
報
告
会

第
２
陣　

４
月
５
日　

山
崎
徹
・
兼
康
・

谷　

食
品
類
・
衣
類
等

４
月
13
日
〜
18
日　

多
摩
区
役
所
ア
ト
リ

ウ
ム　
「
大
槌
町
・
山
田
町　

写
真
展
」

第
３
陣　

４
月
22
日　

福
田
・
有
友
・
川

上
・
森
田　

春
物
衣
類
等

第
４
陣　

５
月
３
日　

川
上
（
そ
の
間
数

回
訪
問
）
長
靴
・
安
全
靴

第
５
陣　

６
月
５
日　

山
崎
徹
・
対
馬
・

秋
山
・
谷　

夏
物
衣
類
等

第
６
陣　

７
月
９
日　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
・

ド
ラ
イ
ヤ
ー
＆
歌
正

支

援

金　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
１
万
１
６
０
０
円（
６
月
１
日
現
在
）

購

入

物　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
４
万
９
４
９
０
円　
（
一
部
、
物
品

購
入
で
提
供
）
下
着
・
安
全
靴
・
長
靴
・

春
物
衣
類
・
夏
物
衣
類
・
食
品
（
乾
麺
・

缶
詰
・
レ
ト
ル
ト
）・
水
・
お
茶
等　
　

物
質
的
支
援　

食
品
類
・
衣
類
・
写
真
展

プ
リ
ン
ト
・
ガ
ソ
リ
ン
代
そ
の
他
多
数

山
田
町
訪
問
記

　

10
日
の
朝
７
時
、
大
槌
町
ロ
ー
ソ
ン
前

に
到
着
。
ロ
ー
ソ
ン
は
店
を
再
開
し
て
い

た
。
川
上
さ
ん
の
写
真
に
あ
っ
た
、
堆
積

物
は
か
な
り
き
れ
い
に
片
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
ひ
し
ゃ
げ

た
車
が
20
台
ほ
ど
整
然
と
並

べ
ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
土

手
に
は
草
も
生
え
始
め
て
い

た
。

・
今
回
の
訪
問
は
、
歌
正
ラ

イ
ブ
と
バ
ザ
ー
ル
。
今
回
は

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
１
４
０
枚
。

く
る
く
る
ド
ラ
イ
ヤ
ー
30

本
、
エ
プ
ロ
ン
50
枚
な
ど
を

持
っ
て
行
っ
た
。

・
下
村
さ
ん
の
お
誘
い
で
、

仮
設
住
宅
に
お
邪
魔
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
１
軒
は
、６
畳
・

４
畳
半
・
キ
ッ
チ
ン
と
い
う

設
え
か
。
屋
根
は
ト
タ
ン
葺

き
、
い
か
に
も
暑
そ
う
（
冬

　

７
月
14
日
、
第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、「
豊
か

な
地
域
療
育
を
考
え
る
連
絡
会
で
開
か
れ
ま

し
た
」　

幼
児
小
学
生
部
会
か
ら
は
以
下
の

要
望
を
文
書
で
提
出
し
ま
し
た
。（
概
略
）

　
　
　
　
　
　

文
責　

ロ
ン
ド　

谷
み
ど
り

第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て

・
川
崎
市
の
障
害
児
支
援
の
考
え
方
で
は
、

子
ど
も
が
小
さ
い
頃
は
、
家
族
が
見
る
の
が

当
然
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、「
障
害

児
の
支
援
は
子
育
て
支
援
で
は
な
い
」
と
明

言
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
幼
児

期
に
は
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
の
要
件
が
厳
し

く
、支
援
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

支
援
を
受
け
た
い
と
福
祉
事
務
所
に
相
談
に

行
っ
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
て
認
め
ら

れ
な
い
と
い
わ
れ
た
と
い
う
声
が
多
く
の
家

族
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
、
国
は
自
立
支
援
法
の
見
直

し
の
中
で
、
障
害
児
支
援
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
多
く
の
障
害
者
団
体
や
支
援
者
の

意
見
を
も
と
に
、「
障
害
の
あ
る
こ
と
が
大

き
な
不
安
や
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
必
要
な

配
慮
を
行
い
、
子
ど
も
の
育
ち
と
子
育
て
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」
と
、
児
童
期
の

支
援
の
大
切
さ
を
明
言
し
、
次
の
よ
う
な
支

援
の
方
向
性
を
提
起
し
て
い
ま
す
。

○
特
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
、
子
ど
も
の

時
期
か
ら
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
将
来

の
自
立
と
自
己
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
将
来
の
自
立
に
向

け
て
発
達
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
視
点
が

重
要
で
あ
る
。

○
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
障
害
児
に
つ
い

て
は
、
入
学
や
進
学
、
卒
業
な
ど
に
よ
っ
て
、

支
援
を
中
心
的
に
行
う
者
が
変
わ
る
た
め
、

支
援
の
一
貫
性
が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
。
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

て
一
貫
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
視

点
が
重
要
で
あ
る
。

○
障
害
児
に
つ
い
て
も
、
最
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
保
護
者
が
、
子
育
て
に
大
き
な
不
安

感
や
負
担
感
を
抱
き
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る

と
し
た
ら
、
子
ど
も
の
育
ち
に
何
ら
か
の
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
る
。
子
ど
も
の
育

ち
の
基
礎
と
な
る
の
は
家
族
で
あ
り
、
家
族

を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

○
支
援
を
受
け
る
場
合
に
も
、
自
宅
か
ら
何

時
間
も
か
か
る
施
設
に
通
う
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
で
き
る
だ
け
生
活
の
場
か
ら
近
い

と
こ
ろ
で
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
く
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
・
家
族
に
と
っ

て
身
近
な
地
域
で
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う

視
点
が
重
要
で
あ
る
。  

　

以
上
の
こ
と
は
、
今
ま
で
連
絡
会
な
ど
で
、

私
た
ち
支
援
者
が
経
験
を
踏
ま
え
て
、
何
度

も
確
認
し
て
要
望
を
出
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
自
立
支
援
法
の
見
直
し
の
中
、
川

崎
市
も
、
児
童
期
支
援
の
重
要
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
支
援
の
再
構
築
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
が
最
優
先
さ
れ
る
施
策
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

〈
具
体
的
に
は
〉

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
子
ど
も
た
ち
や

家
族
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
も
の
に
し
て
下

さ
い
。

　

現
在
、
川
崎
市
の
幼
児
が
特
別
な
要
件
な

く
利
用
で
き
る
支
援
は
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
障
害
児
者
一
時
預
か
り
な
ど
、
通
所
型

の
支
援
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
も
大
切
で
す
が
、
家
庭
の
中
で
、
食
事
の

介
助
や
入
浴
な
ど
、
実
際
に
支
援
を
す
る
こ

と
で
、
母
子
関
係
を
安
定
さ
せ
、
子
育
て
に

自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
手
直

し
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
作
っ

て
下
さ
い
。

②
相
談
支
援
に
つ
い
て

　

今
回
の
自
立
支
援
法
の
見
直
し
で
は
、
児

童
期
の
相
談
支
援
の
充
実
を
う
た
っ
て
い
ま

す
。
児
童
期
の
支
援
を
し
て
い
る
事
業
所
が
、

相
談
支
援
に
も
か
か
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
そ
の
場
合
、
相
談
支
援
の
人
的
配
置

が
で
き
る
よ
う
な
保
障
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
児
童
期
の
支
援
を
強
化
拡
充
し
て
下
さ

い
。

　

今
後
の
法
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
川
崎
市

の
児
童
期
の
実
情
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、

今
ま
で
の
支
援
が
充
実
で
き
る
よ
う
な
方
向

で
の
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

幼
児
さ
ん
も
、
ヘ
ル
パ
ー
や
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
が
家
庭
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
本
人
や
家
族
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、

家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る
支
援
と
な
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

東
北
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
セ
ン
タ
�
報
告

子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
豊
か
に

—

第
３
次
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
の
要
望

自
己
負
担
だ
そ
う
だ
。

・
川
上
さ
ん
と
歌
正
は
、
１
日
早
く
川
崎

を
出
発
し
て
、
大
松
学
園
と
い
う
障
害
者

施
設
で
、
ラ
イ
ブ
を
し
た
。
仲
介
役
の
施

設
職
員
の
藤
原
さ
ん
宅
に
私
た
ち
も
ご
挨

拶
に
伺
っ
た
。

・
秋
に
な
っ
た
ら
、
山
田
町
の
被
災
者
の

方
と
藤
原
さ
ん
と
を
お
招
き
し
て
、
震
災

を
語
る
会
を
開
く
予
定
だ
。

は
寒
そ
う
）
こ
れ
が
１
軒
分
で
２
０
０
万

か
か
る
そ
う
だ
。
仮
設
は
２
年
が
限
度

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
壊
す
の
に
１
軒

３
０
０
万
か
か
る
そ
う
だ
。
10
軒
長
屋
の

仮
設
住
宅
全
体
で
は
、
５
０
０
０
万
も
か

か
る
わ
け
だ
。
そ
れ
だ
け
か
け
る
な
ら
、

長
期
に
住
め
る
中
層
の
町
営
住
宅
を
建
て

た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

仮
設
に
移
っ
て
も
、
仕
事
も
な
い
た
め
、

日
々
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
。
水
光
熱
費
は


